
 

                             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 
群馬県立農林大学校 

〒370-3105 
群馬県高崎市箕郷町西明屋 1005 
T E L：027-371-3244 
FAX：027-371-6968 
http://www.gunma-iaf.ac.jp 

農林大学校だより 
平成 2８年７月 1５日発行 第６８号 

sinrei 

夢
の
農
業
へ
、
一
歩
「
前
へ
」 

 
 

 
 

校
長 

樋
口 

努 

花き・果樹コース実習 

 

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
農
業
の
将
来
に
ど
ん
な
展
望
を
抱
い
て
い
ま
す
か
。 

農
業
界
で
は
昨
今
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増

大
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
影
響
等
、
そ
の
環
境
の
厳
し
さ
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
他
の
業
界
か
ら
は
農
業
ほ
ど
「
伸
び
し
ろ
」
が
大
き
い
産
業
は
な
い
、

生
産
だ
け
で
な
く
流
通
、
販
売
に
ま
で
広
げ
て
い
け
ば
限
り
な
い
可
能
性
が
あ

る
、
ま
さ
に
成
長
産
業
と
し
て
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
悲
観
と
楽
観
が
交
錯
す
る
中
で
大
切
な
の
は
、
現
状
を
し
っ
か
り

把
握
し
、
自
分
の
目
で
見
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
行
動
に
移
す
こ
と
で
す
。 

 

昨
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
五
年
前
に
比
べ
販
売
農
家
数
は
約
二
割
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
一
戸
当
た
り
の
経
営
面
積
や
法
人
経
営
数
、
そ
し
て
販
売

額
三
千
万
円
以
上
の
経
営
体
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
県
で
も
全
国
規

模
で
展
開
す
る
生
産
者
、
加
工
や
販
売
ま
で
手
が
け
る
意
欲
あ
ふ
れ
る
生
産
者

が
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。 

今
年
三
月
、
本
校
に
嬉
し
い
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
堀
越
徹
也

さ
ん
（
前
橋
市
）
が
、
作
業
環
境
の
改
善
に
よ
る
雇
用
の
促
進
と
施
設
の
自
動

化
で
「
堀
越
モ
デ
ル
」
と
言
わ
れ
る
、
高
収
量
・
高
品
質
の
施
設
キ
ュ
ウ
リ
の

大
規
模
経
営
を
実
現
し
、
四
十
三
歳
の
若
さ
で
日
本
農
業
賞
の
大
賞
を
受
賞
さ

れ
た
の
で
す
。 

こ
れ
ま
で
の
農
業
と
は
違
う
、
新
し
い
カ
タ
チ
の
農
業
が
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
農
業
は
ま
さ
に
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。
担
い
手
が
減
少
し
て
い
る
今
こ
そ
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る
時
な
の
で
す
。 

今
、
大
切
な
こ
と
は
、
農
林
大
で
ス
キ
ル
を
学
び
、
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、

そ
の
た
め
の
土
台
を
し
っ
か
り
築
い
て
い
く
こ
と
で
す
。
自
分
が
描
く
夢
の
農

業
の
カ
タ
チ
へ
、
ま
ず
は
一
歩
、
「
前
へ
」
で
す
。 
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農
林
大
に
入
校
し
て
～
一
年
生
～ 

 
 

入
校
か
ら
三
ヶ
月
、
新
た
に
友
人
も

で
き
学
校
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い

る
学
生
に
、
色
々
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

質
問
①
出
身
校
は
？ 

質
問
②
農
林
大
に
入
校
し
た
理
由
は
？ 

質
問
③
ど
ん
な
コ
ー
ス
で
す
か
？ 

質
問
④
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？ 

質
問
⑤
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
は
？ 

質
問
⑥
午
後
の
実
習
が
終
わ
っ
た
後
、

ど
う
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？ 

質
問
⑦
寮
生
活
は
ど
う
で
す
か
？ 

質
問
⑧
将
来
の
夢
は
？ 

 

野
菜
コ
ー
ス 

佐
藤 

日
向 

①
勢
多
農
林
高

校
で
す
。
②
野
菜
に

つ
い
て
学
び
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
特
に
、

施
設
栽
培
に
つ
い
て

学
び
た
い
と
思
っ
て 

い
た
の
で
農
林
大
学 

校
に
入
学
し
ま
し
た
。
③
コ
ー
ス
は
明

る
い
人
、
と
言
う
か
う
る
さ
い
人
が
多

い
で
す
。
先
輩
は
み
ん
な
面
白
く
て
優

し
い
で
す
。
実
習
は
大
変
だ
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
楽
し
い
で
す
。
④
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
色
々
あ
り
ま
す
。
農

林
大
は
寮
生
活
な
の
で
毎
日
友
達
と
過

ご
せ
ま
す
。
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
と

い
う
よ
り
も
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
⑤

榛
名
登
山
が
予
想
以
上
に
キ
ツ
か
っ
た

こ
と
で
す
。
⑥
体
育
館
で
運
動
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
⑦
慣
れ
る
ま
で

は
疲
れ
る
し
色
々
大
変
で
す
が
、
慣
れ

る
と
な
か
な
か
楽
し
い
で
す
。
⑧
将
来

は
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
し
て
最
終
的
に
は

観
光
農
園
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

花
き
・
果
樹
コ
ー
ス 

 
 

 
 

湯
浅 

和
樹 

①
前
橋
育
英
高
校
で

す
。
②
実
家
で
花
を

作
っ
て
い
て
継
ぎ
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
③
個
性
豊
か
で

先
輩
と
の
連
帯
感
が
保
た
れ
て
い
る
コ

ー
ス
で
す
。
④
榛
名
登
山
で
頑
張
っ
て

走
っ
て
入
賞
し
た
こ
と
で
す
。
⑤
経
営

当
番
等
が
あ
り
、
朝
早
起
き
し
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
で
す
。
⑥
同
部
屋
の
学

生
と
学
校
生
活
や
将
来
に
つ
い
て
語
っ

て
い
ま
す
。
⑦
最
初
は
慣
れ
な
か
っ
た

で
す
が
、
最
近
は
友
達
が
増
え
て
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
⑧
家
業
を
継
ぐ

の
で
、
農
林
大
学
校
で
よ
り
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
今
よ
り
品
質
の
高
い
花
き

生
産
と
規
模
拡
大
を
目
指
し
た
い
で
す
。 

 

酪
農
肉
牛
コ
ー
ス 

 

 

萩
原 

郁
弥 

①
富
岡
実
業
高

校
で
す
。
②
牛
に
興

味
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
③
仲
が
良
く
、

笑
い
の
絶
え
な
い
コ

ー
ス
で
す
。
④
今
の

と
こ
ろ
榛
名
登
山
で 

す
。
⑤
寮
生
活
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も

楽
し
い
で
す
。
⑥
友
達
と
遊
ん
だ
り
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
す
。
⑦
慣
れ
て
き

て
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

⑧
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

畜
産
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

農
業
コ
ー
ス 

 
 

 
 

 

藤
澤 

望 

①
勢
多
農
林
高
校
で

す
。
②
県
の
農
政
部

に
就
職
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
た

め
、
農
林
大
で
学
ぶ

道
を
選
択
し
ま
し
た
。

③
幅
広
く
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
、
就

職
に
役
立
つ
資
格
も
多
く
学
べ
る
コ
ー

ス
で
す
。
④
榛
名
登
山
の
道
中
で
多
く

の
人
と
話
し
な
が
ら
走
れ
た
こ
と
で
す
。

⑤
様
々
な
経
験
が
積
め
る
の
で
、
想
像

以
上
に
内
容
の
濃
い
生
活
が
送
れ
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
⑥
体
育
館
で
体
を

動
か
し
て
、
九
時
頃
か
ら
寝
る
ま
で
は

資
格
や
就
職
に
向
け
た
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。
⑦
人
が
多
く
て
暇
に
な
ら
な
い

の
で
、
充
実
し
て
い
ま
す
。
⑧
県
の
農

政
部
で
就
農
支
援
等
の
仕
事
を
す
る
こ

と
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森
林
・
環
境
コ
ー
ス 

山
本 

玄 

①
健
大
高
崎
高
校
で

す
。
②
知
識
だ
け
で

な
く
、
技
術
も
身
に

つ
け
た
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
社
会
人
と
な

る
た
め
で
す
。
③
専

門
的
な
知
識
、
技
術
を
多
く
学
べ
、
様
々

な
作
業
を
通
し
て
基
礎
的
な
体
力
や
筋

力
が
身
に
つ
く
と
感
じ
る
コ
ー
ス
で
す
。

④
家
族
以
外
と
過
ご
す
寮
体
験
が
様
々

な
刺
激
と
な
り
楽
し
い
で
す
。
⑤
専
攻

以
外
の
教
科
を
受
講
す
る
こ
と
が
多
い

こ
と
で
す
。
⑥
授
業
の
復
習
や
弱
点
科

目
の
克
服
、
公
務
員
関
係
情
報
の
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
。
⑦
心
底
嫌
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
活
リ
ズ
ム
が
整

い
、
友
達
と
過
ご
す
こ
と
が
心
地
良
く 
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な
り
ま
し
た
。
⑧
自
己
を
高
め
ら
れ
る

場
に
身
を
置
き
、
そ
の
能
力
を
活
か
し

林
業
の
魅
力
を
世
間
に
広
く
知
ら
し
め

た
い
で
す
。 

社
会
人
コ
ー
ス 

 

塚
越 

裕
作 

①
関
西
大
学
で
す
。

②
祖
父
母
が
行
っ
て

い
る
農
業
を
継
ぐ
に

あ
た
り
、
農
業
に
つ

い
て
基
礎
か
ら
学
ぶ

こ
と
と
、
農
業
に
関

わ
る
多
く
の
方
々
と 

の
人
脈
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
③
元
気
な
学

生
が
多
い
楽
し
い
コ
ー
ス
で
す
。
④
若

い
学
生
と
の
世
間
話
で
す
。
⑤
大
学
と

違
い
、
全
て
の
授
業
で
席
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
⑥
た
ま
に
若
い
学
生

た
ち
と
野
球
を
し
た
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
⑦
通
学
生
で

す
。
⑧
ま
ず
は
、
自
信
を
持
っ
て
食
べ

て
頂
け
る
野
菜
を
作
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
規
模
を
拡
大

し
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
農
家
に

な
る
こ
と
が
将
来
の
夢
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

資
格
取
得
を
目
指
し
て
！ 

 

本
校
で
は
、
就
農
や
就
職
時
に
即
戦

力
と
な
っ
て
働
け
る
よ
う
資
格
取
得
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
毒
物
劇
物
取
扱
者
を
は

じ
め
小
型
建
機
等
二
十
一
種
に
及
ぶ
多

種
多
様
な
資
格
の
中
か
ら
自
分
に
必
要

な
資
格
を
精
査
し
、
多
く
の
学
生
が
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
資
格

試
験
等
の
日
程

と
合
わ
せ
講
義

ま
た
は
補
習
等

実
施
し
な
が
ら

取
得
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
く
予
定
で

す
。 

 

卒
業
生
の
進
路
状
況
及
び
進
路
対
策 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
度
も
進
路
決
定
率
、

就
職
内
定
率
に
つ
い
て
共
に
約
百
％
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
学
生
自
ら
が
早

期
に
進
路
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
学

校
で
も
様
々
な
進
路
対
策
を
実
施
し
て

き
た
結
果
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
一
年
次
か
ら
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
通

し
て
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
能
力
の
向
上

を
図
る
な
ど
進
路
希
望
実
現
の
土
台
作

り
を
行
い
、
二
年
次
で
は
進
路
別
指
導

と
し
て
、
就
農
希
望
学
生
に
は
営
農
計

画
の
作
成
を
中
心
に
篤
農
家
や
先
輩
方

か
ら
の
話
を
聞
く
な
ど
し
、
就
農
に
向

け
た
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
就
職
希
望
学
生
に
対
し
て
は
、

面
接
指
導
を
中
心
に
小
論
文
指
導
、
学

内
企
業
説
明
会

な
ど
進
路
対
策

を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

学
生
全
員
が

力
強
く
社
会
に

踏
み
出
せ
る
よ

う
関
係
者
の
ご

協
力
と
ご
家
庭

の
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

  

伝
統
の
榛
名
登
山
大
会 

 

第
三
十
三
回
榛
名
登
山
大
会
が
五
月

十
九
日
、
学
校
か
ら
榛
名
湖
畔
ま
で
の
十

三
㎞
（
標
高
差
九
百
ｍ
）
で
行
わ
れ
、
学

生
と
職
員
、
ぐ
ん
ま
農
業
実
践
学
校
研
修

生
合
わ
せ
て
百
七
十
人
が
持
久
力
を
競

い
ま
し
た
。 

当
日
は
晴
天
で
暑
い
中
、
男
子
は
野
菜

コ
ー
ス
二
年
小
林

友
幸
く
ん
が
一
時

間
十
八
分
四
十
二

秒
で
優
勝
し
、
女

子
は
農
業
コ
ー
ス

二
年
星
絵
里
香
さ

ん
が
一
時
間
四
十

七
分
五
十
八
秒
で

優
勝
し
ま
し
た
。 

【
上
位
入
賞
者
】 

○
男
子
の
部 

優 

勝 

野
菜
コ
ー
ス
二
年
小
林
友
幸 

第
二
位 

野
菜
コ
ー
ス
一
年
曾
根
笙
太

第
三
位 

野
菜
コ
ー
ス
二
年
黒
澤
勇
気 

○
女
子
の
部 

優 

勝 

農
業
コ
ー
ス
二
年
星
絵
里
香 

第
二
位 

農
業
コ
ー
ス
一
年
桐
生
め
ぐ
み 

第
三
位 

酪
肉
コ
ー
ス
二
年
須
田
帆
南 

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
卒業生 72 72 75

自営・雇用就農・研修後就農 28 29 31
農林業関係団体（ＪＡ等） 10 9 16
民間企業（農林業関係） 15 16 13
民間企業（非農林業関係） 10 9 5
公務員 6 4 3
進学（四年制大学への編入） 3 2 6
未定 0 3 1

年度別卒業生の進路状況　　　　（単位：人）
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野
菜
の
即
売
会
」 

＝
販
売
学
習
の
取
り
組
み
＝ 

 

 

五
月
七
日
、
「
花
と
野
菜
の
即
売
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
即
売
会
は
、
販
売

学
習
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

用
意
し
た
野
菜
や
切
り
花
等
の
販
売
物

は
ほ
と
ん
ど
売
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
販
売
を
担
当
し
た
学
生
は
、
お
客

様
と
の
会
話
と
自
分
た
ち
が
生
産
し
た

花
や
野
菜
を
買
っ
て
も
ら
う
喜
び
（
感

謝
）
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
地

域
の
イ
ベ
ン

ト
（
青
空
マ

ル
シ
ェ
・
箕

輪

城

ま

つ

り
・
こ
ん
に

ゃ
く
祭
り
）

や
「
イ
オ
ン

高
崎
店
」
で

の
販
売
を
通

し
て
、
地
域
の
皆
様
に
農
林
大
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
販
売
学
習
に

取
り
組
む
計
画
で
す
。 

 

課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
！ 

現
在
二
年
生
は
、
卒
業
論
文
の
た
め

の
課
題
研
究
と
し
て
、
各
自
テ
ー
マ
を

決
め
て
実
験
・
調
査
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

花
き
・
果

樹
コ
ー
ス
の

大
城
さ
ん
は
、

先
輩
の
研
究

課
題
を
引
き

継
ぎ
つ
つ
新

た
な
視
点
で

「
コ
ー
ヒ
ー

殻
培
土
に
よ

る
わ
い
性
花

壇
苗
の
検
討
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
城
さ
ん
は
就
職
活
動
に
お
い
て
も
農

林
大
で
の
自
分
の
活
動
と
し
て
紹
介
で

き
る
非
常
に
貴

重
な
活
動
と
話

し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
校
内

で
の
二
回
の
中

間
検
討
会
で
内

容
を
煮
詰
め
十

一
月
の
校
内
発

表
会
で
二
年
生

全
員
が
発
表
し

ま
す
。
校
内
発

表
会
で
選
ば
れ
た
代
表
者
が
、
十
二
月

九
日
に
群
馬
会
館
で
開
催
す
る
代
表
課

題
研
究
発
表
会
に
臨
み
ま
す
。
代
表
発

表
会
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
一
月
・

茨
城
県
）
の
選
考
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
上
位
入
賞
者
は
さ
ら
に

全
国
大
会
（
二
月
・
東
京
）
へ
出
場
し

ま
す
。
な
お
、
本
校
は
十
四
年
連
続
で

全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

農
と
食
の
ふ
れ
あ
い
講
座 

（
公
開
講
座
） 

本
校
で
は
、
県
民
が
広
く
農
林
業
に

親
し
み
、
農
林
大
学
校
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
農

と
食
の
ふ
れ
あ
い
講
座
（
公
開
講
座
）
」

を
実
施
し

て
お
り
、

「
農
」
と

「
食
」
を

テ
ー
マ
と

し
た
十
七

の
講
座
を

開
催
し
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
ら

の
講
座
で

は
、
庭
木
の
管
理
、
家
庭
菜
園
、
花
壇

苗
づ
く
り
、
家
庭
果
樹
の
せ
ん
定
な
ど

の
技
術
を
や
さ
し
く
講
義
す
る
と
と
も

に
、
本
県
の
粉
食
文
化
の
中
で
伝
統
的

に
食
べ
ら
れ
て
き
た
う
ど
ん
、
お
き
り

こ
み
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
お
や
き
な
ど
の

つ
く
り
方
を
広
く
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

毎
回
、
定
員
を
上
回
る
多
く
の
応
募

が
あ
る
た
め
、
受
講
定
員
の
拡
大
や
講

座
回
数
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
県
民
の
方
が
受
講
で
き
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
度
後
援
会
役
員
と 

 
 

 
 

 
 

 

事
業
内
容
に
つ
い
て 

今
年
度
役
員
は
次
の
方
々
で
す
。 

（
コ
ー
ス
学
年
・
学
生
名
） 

会 

長 

白
石
義
行
（
酪
肉
二
・
結
城
） 

 
 

副
会
長 

齊
藤
正
夫
（
農
業
一
・
太
一
） 

監 

事 

小
林
恵
一
（
野
菜
二
・
友
幸
） 

監 

事 

桑
原
千
加
子
（
酪
肉
一
・
将
） 

 

今
年
度
後
援
会
事
業
は
、
総
会
・
役

員
会
の
開
催
、
各
種
事
業
へ
の
経
費
助

成
、
卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
学
生

に
関
す
る
校
内
施
設
の
整
備
・
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
特
別
講
演
会
へ
の
サ

ポ
ー
ト
等
で
、
本
校
並
び
に
学
生
を
支

援
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

今
後
の
予
定 

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

・
七
月
二
十
七
日(

水) 

 

・
八
月
三
日(

水)

・
十
日(

水) 

 

・
九
月
三
日(

土) 

●
四
県
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

十
月
十
二
日(

水) 

●
榛
の
木
祭 

十
一
月
十
二
日(

土)

・
十
三
日(

日) 


